この書面は調停の前にコピーを相手方に送付します。
	                             　 受付印
	
	子の監護に関する処分（面会交流）□調停　□審判　申立書


	
	

	
	
	 （この欄に未成年者１人あたり収入印紙１,２００円分をはる。）
                  　　  　 （はった印紙に押印しないでください。）

	  収入印紙            円
	
	
	

	  予納郵便切手            円
	
	
	


	  準口頭
	
	  関連事件番号  平成         年（家    ）第                                               号


	大　阪　家庭裁判所
御 中
平成　　　年 　　月 　　日
	  申立人の
  署名押印
  又は記名押印
	                                          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       印


	  添付書類
	 （審理のために必要な場合は，追加書類の提出をお願いすることがあります。）
 □ 未成年者の戸籍謄本
 □ 


	申

立

人


	 住　　所
	 〒        　－                                
                                                                  （　　　　　　　　　方）

	
	 フリガナ
 氏　　名
	
	 昭和
 　　     年     月　　日 生
 平成

	 相
 手
 方
	 住　　所
	 〒        　－                              
                                                                    （　　　　　　　　　方）

	
	実際に住

んでいる
住所
	 □　上記の住所と同じ
〒     　－                  　        
                                                                    （　　　　　　　　　方）

	
	 フリガナ
 氏　　名
	
	 昭和
 　　     年     月　　日 生
 平成

	 
	
	

	　

未
成
年
者

	住　 所

	□　申立人の住所と同じ　　□　相手方の住所と同じ

〒        　－                              

                                                  　　　　　　　　　（　　　　　　　　　方）

	
	フリガナ
氏 　名
	
	平成　　　年　　　月　　　日　生

	
	フリガナ
氏 　名
	
	平成　　　年　　　月　　　日　生


	
	フリガナ
氏 　名
	
	平成　　　年　　　月　　　日　生


この書面は調停の前にコピーを相手方に送付します。

面会交流(1/2)
この書面は調停前にコピーを相手方に送付します。
	申　　　立　　　て　　　の　　　趣　　　旨

	　未成年者　　　　　　　　　　の監護養育に関し，［□申立人　□相手方］と
未成年者が面会交流する時期，方法などにつき［□調停　□審判］を求めます。

	            　　　　申　　立　　て　　の　　実　　情

	　申 立 人 と 相 手 方 の 関 係

	　□　離婚した。　　　　　　　　　　　　　　　　
　□　父が未成年者　　　　　　　 　を認知した。
　□　婚姻中→監護者の指定の有無　□あり（□申立人　□相手方）　　□なし

	　未　成　年　者　の　親　権　者  （離婚等により親権者が定められている場合）

	　□　申立人　　　□　相手方　　  

	　未 成 年 者 と 同 居 し て 監 護 養 育 し て い る 者 に つ い て　

	　平成　　年　　月　　日から
　１．平成　　年　　月　　日まで　　□申立人　□相手方　□その他（　　　　　　　）
　２．平成　　年　　月　　日まで　　□申立人　□相手方　□その他（　　　　　　　）
　３．現在まで　　　　　　　　　　　□申立人　□相手方　□その他（　　　　　　　）

	　面 会 交 流 の 取 り 決 め に つ い て

	　１　当事者間の面会交流に関する取り決めの有無
　　　　　□あり（取り決めた年月日：平成　　年　　月　　日）　　□なし
　２　１で「あり」の場合
　　(1)　取り決めの方法
　　　□口頭　 □念書 　□公正証書 　
　　　□調停　 □審判 　□和解　 □判決　→　　　　　裁判所　　　支部平成　　年(家　)第　 　　号
　　(2)　取り決めの内容

　　(3)　実施状況
　　　　□取り決めのとおり実施できている
　　　　□取り決めのとおり実施できていない（平成　　年　　月　　日から）

	　本 申 立 て を 必 要 と す る 理 由

	　□　相手方が面会交流の協議等を拒否しているため
　□　相手方と面会交流の協議を行っているがまとまらないため
　□　相手方が面会交流の取り決めのとおり実行しないため
　□　相手方と未成年者との面会交流が子の福祉上好ましくないため
　□　その他【以下，具体的に記載して下さい。】
　



（注）太枠の中だけ記入してください。□は該当するものにレ印を付してください。
この書面は調停前にコピーを相手方に送付します。
面会交流(2/2)
その年月日：平成　　年　　月　　日








